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歴史と文化の薫りただよう、
うるおいとにぎわいのまち

中央区

平成31年

中央区だより３月17日
第287号

区の人口 （住民基本
台帳による）

※平成31年2月末現在の住民基
本台帳による。転出予定者を含ま
ず。（　）内は前月末比。

人口…… 175,727人	（-194）
　男………83,623人	 （-68）
　女………92,104人	（-126）
世帯……87,001世帯	 （-83）

地域の安心・安全の拠点　新たに　

萬代橋交番が開所
　市のシンボル「萬代橋」
のたもとにある萬代橋交
番が新しい建物に生まれ
変わり、３月１日開所式
が行われました。
　同交番は昭和46年に設
置され、建物や設備が老
朽化したため、昨年６月
から建て替え工事を実施
していました。
　新築に伴い、今までに
なかったミニパトカーを配
備するなど、新たな設備
も増えています。外観は萬

代橋と馴染む配色を採用したほか、屋根をアーチ状にしま
した。現在は警察官４人と交番相談員１人が勤務し、４月
からは新潟島の交番の再編により人員が増える見込みです。
　完成した建物を見学した礎地域コミュニティ協議会の副
会長・清水大三郎さんは「萬代橋に近く、目立つこの交番の
存在は犯罪を防ぐ効果もあると感じていて、地域も頼りに
しています。新しくなって充実した安心・安全の拠点に期
待したいですね」と話してくれました。

Ä＝日時　Å ＝会場　Ñ ＝内容　Ç ＝対象・定員　　 ＝持ち物　É ＝参加費（記載のないものは無料）　Ö＝申し込み　Ü＝問い合わせ　持

　区では、自転車を利用する人が多い場所に駐輪場
を整備しています=右地図参照=。歩道などに自転車
を止めると、歩行者や車両の通行を妨げるだけでな
く、緊急時の避難などにも支障をきたします。駐輪
場の利用をお願いします。　Ü 建設課（☎223-7403）

駐輪場 台数 対象
１関屋駅北口 200台 自転車・原付
2 関屋駅南口 100台 自転車・原付
3 白山駅前 316台 自転車・原付
4 市役所ターミナル前 53台 自転車のみ
5 西堀通
時間　6：00～23：00

707台 自転車のみ

6 西堀通６番町 100台 自転車・原付
７新堀通 60台 自転車のみ
８東堀前通 168台 自転車・原付
９古町通５番町 132台 自転車のみ
10上古町 155台 自転車のみ
11本町通 44台 自転車・原付
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※地図中の数字は下の表に対応。特記のない駐輪場は終日利用可能、利用料無料。

　 　自転車に乗る際
に役立つ、駐輪場
や自転車店、トイ
レなどの情報を掲
載した「新潟市中央
区自転車まちづく
りマップ」＝写真＝
を建設課窓口で配
布しています。

自転車ルールを守ろう

駐輪場 台数 対象
12本町通６番町 180台 自転車のみ
13川端 180台 自転車・原付
14万代 145台 自転車・原付
15万代地区 168台 自転車のみ
16八千代 108台 自転車のみ
17弁天（仮設） 60台 自転車・原付
18石宮公園地下
時間　6：00～23：00

967台 自転車のみ
É１日または
１回100円

19新潟駅南口第１ 300台 自転車・原付
20 新潟駅南口周辺
（仮設）

3,033台 自転車・原付

駐輪場を利用しましょう

自転車安全利用五則を守りましょう
知っていましたか？

1.自転車は、車道が原則、歩道は例外

2.車道は左側を通行

5.13歳未満の子どもはヘルメットを着用

4.安全ルールを守る

3.歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

　ただし、次の場合は自転車が歩道を通行
できます。
○道路標識で認められている場合
○運転者が13歳未満の子どもや70歳以上の
高齢者、身体の不自由な方の場合
○車道や交通の状況で、安全上やむを得ないとき。

○夜間はライトを点灯しましょう。
○飲酒運転・二人乗り・並進は禁止です。
○交差点では信号を守り、一時停止・安全確認をしましょう。

快適に自転車を使うために

　自転車は、道路交通法上の「車両」の一種です。以
下の5つのルールを守りましょう。

自転車及び歩行者
専用を示す標識

連載　行ってみよう！北前船スポット⑪　最終回

　江戸時代後期、新潟湊で
廻船問屋を営む鈴木弥五左
衛門の持ち船が、大阪から
の帰路で嵐に見舞われまし
た。沈没寸前に、船頭が船
に祀ってある金刀比羅様に
祈ると、金の御幣を持った
金比羅大権現が現れ、嵐が
止み、無事に新潟湊へ帰る
ことができました。その御
幣を祀ったのが、寄合町に
ある金刀比羅神社です。
　「当時の北前船による交易は、必ず廻船問屋が関わっていました。各地との交易で大
きな利益が出る反面、難波などの危険と常に隣り合わせでした」と説明するのは、新
潟シティガイドの渡辺博さん＝写真＝です。社殿には、当時の様子が彫られた「難船
彫刻絵馬」＝写真＝が奉納されており、荒波にもまれる船や乗組員たち、金比羅大権
現などが躍動的に表現されています。
　金刀比羅神社は、このような由緒から、海上安全、災難除けの祈願所となり、各廻
船問屋からの奉納品も多数安置されています。みなとまち新潟の風情を残す金刀比羅
神社に足を運んでみませんか。	 	 　　　　　  Ü 金刀比羅神社（☎222-7591）

金
こ と ひ ら

刀比羅神社　難船彫刻絵馬


